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研究成果の概要（和文）：WHOは質の高い保健医療人材の育成に向けて教育ガイドラインを2013年に発刊した。
この中でチーム医療教育（IPE）が推奨項目に掲げたが、その効果について科学的検証が乏しい事を指摘した。 
本研究はWHO協力センターとして教育効果の科学的検証を目指し、系統的IPEを実施している２大学間で、多職種
連携に対する態度の変化を調査した。結果、異なった教育内容を実施している両校では有意な差を認めなかっ
た。WHO連携の下、ラオス、タイ、フィリピンでのIPE開発に関わり、定量的な態度変化の効果が見出した。さら
に医療安全におけるIPEの役割を多職種連携の観点から検討して、医療安全に必要な連携要素を抽出した。

研究成果の概要（英文）：WHO launched a transformative educational guidelines for health 
professionals in 2013. Interprofessional education (IPE) is described as one of the 11 
recommendations, although the effect is conditional. To respond to the background, as a WHO 
Collaborating Centre (WHOCC), the present study focused on the comparison of the IPE programs 
between two universities implementing comprehensive IPE. While the programs were distinct, the 
effects on the attitudinal change of the student were similar. On the other hand, several 
universities in Lao PDR, Thailand and Philippines succeeded delivery of their own IPE programs in 
collaboration with the WOOCC and showed significant outcomes. Furthermore, several educational 
elements required for collaboration in patient safety were elucidated.

研究分野： 医学保健学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会要請に応えた２1世紀型医学保健学教育の一環としてWHOから推奨された多職種連携教育プログラムの共通し
た教育効果を示した。一方で世界の異なる文化・風土においても教育の開発に寄与し、その教育効果を示すこと
ができたことは本教育がグローバルな質の高い保健人材の育成に対する要請に応えるものであると言える。本教
育のアジア地域での普及・促進に貢献できたことは国際的に意義のあることである。また国内外の医療の提供で
国際的な課題となっている患者安全に対して、多職種連携の重要性が大きく取り上げられているが、その有効な
実践には教育的介入は必須であり、多職種連携教育の構築への具体的内容が示された意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 
 1) 国際社会におけるチーム医療教育の現状 
 2010年にすべての保健職業人に対する新世紀の教育を検討する委員会Commission on 
Education of Health Professionals for the 21st Centuryが国際的に組織され、21世紀の医学保健学教
育の指針が示され、チームワーク力の乏しさが強調されてチーム医療教育の重要性が示された
[Frenk J, et al, Lancet, 376, 1923-1958, 2010]。 
 一方，国際連合により2000年に国連ミレニアム宣言が採択され、2001年にミレニアム開発目
標Millennium Developmental Goals(MDGs)がまとめられた。この目標の中で、保健医療に直接関
係するものは、MDG 4：乳幼児死亡率の削減、MDG 5：妊産婦の健康の改善、そしてMDG 6：
HIV/エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延防止である[WHO. Health and the Millennium 
Development Goals, 2005]。世界保健機関 (WHO)はこれらの目標を達成するためには保健人材不
足が大きな障壁となっている事を明らかにした[WHO. Working together for health, 2006]。保健人
材の数を増やすとともに良質な人材の育成を喫緊の課題とし、チーム医療教育に高い関心を示
してWHOが2013年11月に発行した保健人材養成ガイドライン、WHO global guidelines on 
Transforming and Scaling up Health Professional Education and Trainingにも11推奨項目の一つにチ
ーム医療教育が掲げられた。しかしながら、ガイドライン作成中に、科学的検証に基づくチー
ム医療教育の成果、つまり研究に基づくエビデンスが乏しい事が指摘された。  
 2) チーム医療教育の科学的解析による教育効果実証の実態 
 国際的にチーム医療が医療へのアクセス（治療の受け入れ、満足度）、治療効果（慢性疾患、
心疾患，自殺発生の低下）、そして医療管理と安全（入院日数，死亡率、医療事故、医療費の低
下）に対して効果あることは実証された [WHO. Framework for Action on Interprofessional 
Education & Collaborative Practice, 2010]。しかし，チーム医療教育、特に資格取得前の教育が医
療にもたらす直接的な効果を示すエビデンスの報告は見当たらない[Reeves S et al, Cochrane 
Database Syst Rev, 28, 2013]。これは研究デザインの作成がきわめて困難である事による。この
ため、現在のチーム医療教育の効果の検証は、主にチーム医療に対する学生の態度変化の解析
により医療現場でチーム医療が実践できる資質がいかに養われたかを検証し，医療そのものに
対する効果を間接的に研究することに主軸が置かれている。しかしながら，多様性に富む教育
内容を持つチーム医療教育を評価するグローバルな評価指標は定まっていない。RIPLS [Parsell, 
G et al, Med Educ, 33, 95-100 1999]やProfessional Identity Scale [Brown R et al, J. Occupational 
Psychology, 59, 273-286, 1986]等が用いられているが，医療者の観点からのチーム医療の価値に
重点が置かれ，縦断研究でも教育効果は確認できていない。一方，私たちはHeinemann GD等が
開発し、Curran VR等が改善したmodified Attitudes toward Health Care team scale (mATHCTS) 
[Curran VR et al, Med Educ, 41, 892-896, 2007]が医療を受ける側からのチーム医療の価値にも及ん
だ評価をしている事を横断研究で明らかにした[Hayashi T et al, J Interprof Care, 26, 100-107, 2012; 
Makino T et al, J Interprof. Care, 27, 261-268, 2013]。 
 3) 我が国におけるチーム医療教育ネットワークと WHO との連携 
 群馬大学は，文部科学省の大学教育推進プロジェクト（いわゆる GP）事業に認定されたチー
ム医療教育を行う大学 9 校（現在 10 校）と共に、日本インタープロフェッショナル教育機関ネ
ットワーク（Japan Interprofessional Working and Education Network, JIPWEN）*を設立した。JIPWEN
大学では教育目的、対象学生の職種、実習形態等、大学により多様なチーム医療教育を行ってい
る[Watanabe & Koizumi eds, Advanced initiatives in Interprofessional Education in Japan, Springer, 2009]。
JIPWEN は 2008 年から WHO と国際連携活動を開始し、ネットワークのコーデイネーター大学
として群馬大学は 2013 年 7 月に WHO からチーム医療教育の共同研究教育センターWHO 
Collaborating Centre for Research and Training on Inter- professional Education **の認定を受け、ネッ
トワークに基づくチーム医療教育の改善に向けた研究体制を確立し、国際社会の教育者•行政者
に向けたトレーニングコースを開始した。25 年度はフィリピン、インドネシアから 4 名、26 年
度はインドネシア、モンゴル、トルコ、韓国から 6 名の参加、修了者を輩出した。 
 *JIPWEN HP: http://jipwen.dept.showa.gunma-u.ac.jp/jp/ 
 **WHO Collaborating Centre HP: http://apps.who.int/whocc/Detail.aspx?cc_ref=JPN-
89&cc_code=jpn& 
 4) アジア地域におけるチーム医療教育 
 アジアの保健行政担当の WHO 西太平洋地域事務局  (Western Pacific Regional Office, WPRO)
は、2011 年の総会で Human Resources for Health Action Framework for the Western Pacific Region 
(2011-2015)を採択し、アジア地域における 5 年間の保健人材養成の枠組みが決定され、チーム医
療教育の重要性が明記された。アジア諸国ではチーム医療教育に関心はあるものの実践は不十
分である[Lee et al, J Interprof Care, 26, 479-83, 2012]。 
 
２. 研究の目的 
本研究の目的は以下の 3 つとした。 
1)  JIPWEN 大学に所属して特徴のある異なったチーム医療教育を実施している 2 校、群馬大学
と札幌医科大学のチーム医療教育の成果を横断的、および縦断的に解析して、各校の教育効果の
特性とチーム医療そのものの教育的効果の共通性を明らかにすること。 
2) アジア地域から参加した本学のチーム医療教育トレーニングコース修了者が実施する教育の



効果を解析すること。 
3)社会的要請の高い医療安全分野におけるチーム医療教育導入に対して検証すること。この目的
は当初計画をしていなかったが、本研究課題を推進している間に、世界的重要課題として国内お
よび国際的に浮かび上がり、WHO と連携して本邦の厚生労働大臣が患者安全サミットを開催す
る等、日本の国策として保健医療行政のなかに位置付けられたものである。WHO が患者安全に
対する対策として大きく注目したのが多職種連携であり、またその教育であったために、WHO
等の国際機関レベル、国行政レベルからの要請に基づき、研究の目的に加えたものである。 
 
３. 研究の方法 
 1) 国内チーム医療教育の比較による横断的・縦断的解析 
 参加 2 校は別な特徴を有し、入学時の学生態度に既に差がある。一時期の横断研究ではなく、
年間の pre-post 研究データを横断的に解析して、各校の特性と共通性を明らかにする。また、リ
クルートした学生を 4 年間（保健系では全過程）追跡して態度変化を縦断的解析する。 
 2) アジア地域からのチーム医療教育トレーニングコース修了者が実施する教育の効果解析 
 群馬大学トレーニングコース修了者の自国でのチーム医療教育の開設を支援し，実施後国内
と同じ横断的かつ縦断的解析を行い、アジアにおけるチーム医療教育の共通性，特異性を明らか
にする。 
 3) チーム医療教育を学修したグループと学習しないグループ間で医療安全チーム要素に対す
る態度変化の解析 
 群馬大学の医学科および保健学科の学生対象に、チーム医療教育を学修したグループと学習
しないグループの間で、チーム医療教育の前後で T-TAQ 質問項目を用いて、医療安全に必要と
されるチームへの態度の変化を解析し、医療安全文化醸成のための教育システムの構築に資す
る。 
 4） ２施設の学生に対する調査方法 
対象：札幌医科大学と群馬大学の医学科、保健学科学生 
対象時期：前期、後期の開始時 
調査方法：無記名式質問紙調査 
質問項目： 
  ①14 項目 mATHCTS [Curran VR et al, Med Educ, 41, 892-896, 2007] の日本語 version [牧野孝

俊、他. チームワーク実習によるチーム医療及びその教育に対する態度の変化：保健学
科と医学科学生の比較検討. 保健医療福祉連携. 2(1)., 2-11, 2010. （お詫びと訂正：保健
医療福祉連携.5(1), 50, 2012）]を使用 

  ②30 項目 T-TAQ [Baker, et al. Qqal. Saf. Health Care, 19, e49, 2010.] の習性日本語版 [Ochiai K 
& Kaito K. (2012) The Guide of Team STEPPS for Japanese. Tokyo. Medical View Co. (In 
Japanese)]を使用 

分析方法：因子分析、回帰因子得点解析 
 
４. 研究成果 
（１）国内チーム医療教育の比較による横断的・縦断的解析 
 当初、単年度ごとの集計を横断的に解析する予定であったが、札幌医科大学の保健学科の学生
のチーム医療教育プログラム参加人数が極めて少なく、群馬大学の保健学科の学生を含めた比
較解析では、対象学生の学部構成に著しい差が生じた。そこで、対象者の均一性を保つために保
健学科の学生を除外し、90%以上の有効回答率を示した２校の医学科学生を対象とすることにし
た。また、単年度では 100 名以下の対象学生の比較となることから、２年度の学生をまとめて評
価することとした。その結果、2015 年入学生および 2016 年入学生が対象となり、チーム医療教
育前の入学直後では群馬大学 237 名、札幌医科大学２０４名、チーム医療終了後では群馬大学１
９６名、札幌医科大学 170 名が対象となった。チーム医療教育に関しては当該年度の群馬大学医
学科の学生は系統だったチーム医療教育を履修していなかった。一方、札幌医科大学の医学生は
地域基盤のチーム医療を履修しており、その内容はすでに詳しく報告されてある [Sohma H, et al. 
Encouraging Appreciation of the Community Health Care by Consistent Medical Undergraduate Education. 
In: Advanced Initiatives in Interprofessional Education in Japan, H. Wanatanbe, M. Koizumi. eds, Springer 
Tokyo, pp. 1-12, 2009]。 
 mATHCTS を用いてアンケートデータの因子分析による因子構造の結果は、医学科学生のみな
らず保健学科学生を含めたこれまでの報告 [Hayashi T, et al. J Interprof. Care, 2012; 発表論文 1; 
発表論文 4]に完全に一致した。 Regression factor scores [DiStefano C, et al. Prac. Assess. Res. Eval., 
2009] を用いて各因子ごとに検定を行った。因子１（医療の質）に関しては両校とも低下した。
また両校に差はなかった。このことはこれまでの報告と同様 [Hayashi T, et al. J Interprof. Care, 
2012; Kururi N, J Interprof. Care, 2014] で、医学科、保健学科学生に共通したものと思われた。一
方、因子２（患者中心の医療）に関しては群馬大学学生が大きく改善した。札幌医科大学の学生
も同様の傾向が見られ、これは保健学科学生を対象としたこれまでの結果と大きく異なる変化
で、医学生においては、チーム医療教育の有無にかかわらず、入学後に患者さんにとってのチー
ム医療の大切さを認識するのではないかと考えられた。因子３（チーム医療の効率）に関しては、
群馬大学のみ大きく低下した。入学時には群馬大学の学生が高いスコアを示していたが、札幌医



科大学のチーム医療教育終了時の時点では両大学に差は見られず、入学する学生で群馬大学の
学生は、効率に高い期待を持っていることが現れたのではないかと考える。 
 結論として、入学後約半年が過ぎた時点ではチーム医療に対する態度に両校の差は見られて
いない。チーム医療教育が学生の態度変化に影響を与えないのか、あるいは群馬大学では同じキ
ャンパスで学生生活を過ごす保健学科がチーム医療教育を履修していることから、保健学科の
学生からの影響、つまり hidden curriculum が一定の効果をもたらしているのかが考えられる。こ
れまでの成果は現在論文  [Nozaki S, et al. Attitudes of 1st –year medical students toward 
interprofessional healthcare team: A comparison between two universities. In preparation] として作成中
である。今回の研究で明らかにできなかった点は、本研究の目的の通り今後縦型の研究に発展さ
せて教育効果の検証をよりはっきりとさせてゆく予定である。 
 
（２）アジア地域におけるチーム医療教育トレーニングコース修了者のチーム医療教育の実施
状況の検証 
 群馬大学多職種連携教育研究研修センター（WHO 協力センター：JPN-89）が毎年夏に約１週
間程度の日程で開催するチーム医療教育トレーニングコース （IPE TC）の修了者はアジア地域
を中心に世界各国にわたる。WHO の支援と協働でラオス人民民主共和国（ラオス）の健康科学
大学に対して、４年の戦略的取り組みを行った [発表論文 ２]。その一環として教育センター
の中心的な教員に IPE TC に参加させ、プログラムの作成、運営を担当する中心組織の設立、そ
して具体的なプログラムの作成を指導した。その後、ラオスの大学ですでに JICA の支援で確立
していた多職種で赴く地域基盤型実習に IPE TC で習得した多職種連携教育の要素を統合して実
施した。その後、医学部長も IPE TC に参加させて、共同で教育効果の検証を行った。パイロッ
トではあるが randomized study の結果からは、興味深いことに有意に地域医療においても多職種
連携の重要性は、IPE の要素を入れたほうが低下しないことが明らかになった [発表論文 ８]。
本取り組みは WHO、特に WHO 西太平洋地域事務局の温かい支援によるものであり、このため
にラオス国内で保健行政、教育行政の理解が得られたことは成功の大きな要因と考える。 
 フィリピン共和国（フィリピン）から最初の IPE TC に参加した作業療法士教員は帰国後地域
基盤型のチーム医療教育を実施した。その内容を簡単な態度変化の統計解析を行い、有益な結果
を得て、後の IPE TC で発表してその時の参加者の大きな刺激となった。現在もフィリピンで地
道に解析し [Sy M P. J. Interprof. Care, 2017]、この促進活動自国のみならず近隣国に広げネット
ワーク活動 [学会発表 1] を行なっている。 
 その他では、現在国レベルでチーム医療教育を促進しているタイ王国（タイ）やインドネシア
共和国（インドネシア）からも毎年多数 IPE TC に参加して、独自の多職種連携教育プログラム
を計画し、実施しており、こうした成果は残念ながら英語での論文発表に至っていないが、招聘
された講演会で多数の施設から聞くことができた [タイ：学会発表 8, 13; インドネシア：学会発
表 9, 10]。今後これらの教育成果については、科学的検証に基づく論文報告に向けた研究として
共同作業を予定している。 
 
（３）チーム医療教育の医療安全文化醸成に果たす役割についての解析 
 チーム医療が患者安全にとって有益であることは多くの人が理解するところである。しかし
ながら、単なる情報共有のみでは医療事故を防ぎ、医療の質を高めることはできない、重要なこ
とはお互いを理解し、お互いをカバーするマインドの形成こそが有効な多職種連携が実践され
る安全文化を醸成するものである [発表論文 17, 19]。2017 年度の群馬大学の医学科および保健
学科のチーム医療教育を学修した学生対象に、チーム医療教育の前後で mATHCTS および mT-
TAQ 質問項目を用いて、医療安全に必要とされるチームへの態度の変化を解析した。mATHCTS
の１４項目中１１項目は有意に改善し、regression factor scores を用いた因子ごとの比較では、因
子１（医療の質）と因子２（患者中心の医療）が有意に改善し、対象学生の態度変化はこれまで
の報告によく一致し、チーム医療に対する重要性をよく理解していることがわかる。一方、mT-
TAQ を用いたアンケートでは、３０項目のうちたったの７項目のみ有意差を持って改善しなか
った。今回の結果からは、チーム医療教育は患者安全に資する連携マインドの育成に効果は持つ
ものの十分ではなく、特に、“コミュニケーション“と”リーダーシップ“に関する医療安全の内容
を取り入れる必要が明らかとなった [発表論文 1]。2018 年度は、これまでの教育内容に医療安
全の要素を取り入れたチーム医療教育を実施した。現在解析中である。科学的検証をしっかり行
い、教育内容がどんどん増大する医学、保健学教育の中で、患者安全をしっかり理解させるコン
パクトでかつ有効性の高いチーム医療教育の充実に努めるものである。 
 
（４）アジア地域における日本のチーム医療教育の普及について 
 アジア地域に日本のチーム医療教育を普及することは、同じアジアに住む民族間の連携を強
化し、共に医療・保健教育の発展を目指す事に繋がる事が期待できる。本研究の期間で WHO が
主催する閣僚レベルの教育改革会議には、WHO 事務局 [In-house consultation on 2016-1017 Agenda 
for Strengthening the Health Workforce policy and Education in the Western Pacific Region. Manila, 
Philippine, 2015/12/14]、ベトナム社会主義共和国（ベトナム）[High-level meeting on Medical 
Education Reform towards Profession-oriented Medical Education in Viet Nam. Hanoi, Viet Nam, 
2016/1/18-19; Meeting on Health Professional Education Reforms in Cambodia, China, the Lao People’s 



Democratic Republic and Viet Nam. Hanoi, Viet Nam, 2017/2/27-28]、カンボジア王国（カンボジア）
[Meeting on Health Professional Education Reforms in Transition Economy Countries. Phnom Penh, 
Cambodia, 2018/4/24-25]に招聘され、アジア地域の医学・保健学教育の教育改革に対して多職種
連携教育の観点から意見を述べてきた。加えて、各国で開催されるワークショップに参加して、
多職種連携教育のプログラム作成に対する助言を行なってきた [学会発表 1, 2, 5, 8, 9, 10, 11]。
こうした取組が持続的にかつ発展的に推移しているところに共通していることは、単独教育施
設、大学の取組に終わらせないで、ネットワークを構築していることである。本学の IPE TC や
ワークショップから独自のプログラムを作成し、実施していることに感謝するとともに、本学、
そして本邦の JIPWEN 大学も真摯に学ぶ必要があることを実感している。 
 
（５）まとめ 
 本研究では、系統的チーム医療教育を行っている２校の比較を目的としたが、対象としてでき
たのは医学科学生で、群馬大学ではチーム医療教育を履修していないので、結果的にはチーム医
療を履修したい学生と系統的には履修していない学生の比較となった。入学後約半年が過ぎた
時点ではチーム医療に対する態度に両校の差は見られなかった。これらの結果は、保健学科を対
象とした２校間比較でチーム医療教育の態度変化に有意に差の見られた報告 [発表論文 4]と異
なる。チーム医療教育が学生の態度変化に影響を与えないのか、あるいは群馬大学では同じキャ
ンパスで学生生活を過ごす保健学科がチーム医療教育を履修していることから、保健学科の学
生からの影響、つまり hidden curriculum が一定の効果をもたらしているのかが考えられた。一方、
医療安全に対する観点からの解析からは、チーム医療教育は患者安全に資する連携マインドの
育成に効果は持つものの十分ではなく、特に、“コミュニケーション“と”リーダーシップ“に関す
る医療安全の内容を取り入れる必要が明らかとなった [発表論文 1]。今後、これらの要素を取
り入れた教育プログラムを実施し、患者安全をしっかり理解させるコンパクトでかつ有効性の
高いチーム医療教育を開発する予定である。 
 今回の研究は、WHO の国際的保健戦略に沿って、WHO 協力センターとして支援されて実施
されたものである。群馬大学のチーム医療教育の成果を中心としたい教育の検証、エビデンスを
基にしたトレーニングコース、ワークショップを通したチーム医療教育のアジア地域への促進
活動は、大学レベルから国レベル、西太平洋地域レベルに拡大してきた。これらのネットワーク
を通じて、各国、各地域で実施されるチーム医療教育の成果を比較、科学的検証を行い、独自性、
共通性を明らかにして、それぞれのチーム医療教育の充実を図る活動に拡げてゆく予定である。 
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